
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

次の山を目指して 

 

泰日協会学校シラチャ校  校長 酒井憲一  

 

 昨年の修学旅行の下見の際に旅行会社の方が、「シラチャでは山が見えますが、バンコクやア

ユタヤでは山が見えません。」と話されました。山が見えない理由は、バンコクやアユタヤを擁

する土地が広大な平野で、周囲の山並みがはるか遠くにあるからです。実際にアユタヤを訪れ

ると山は見えず、日本ではなかなか見られない地平線が広がっていました。ちなみに、仏教では

須弥山という山が説話に登場しますが、アユタヤの人々は山を見たことがないので、当時の王

などが山の代わりになるものとして仏塔を建てたと言われています。ともあれ、アユタヤの地

平線を見た時、以前仕事でブラジルに行った際も広大な畑が地平線まで続いていて、山が見え

なかったことを思い出しました。どちらも大陸の雄大さを実感させられる景色でした。  

 しかし、地平線が見える雄大な景色ばかりがよいとも限らず、山が見えないことで困ること

もあります。前述のようにブラジルに滞在しているとき、「毎週日曜日に、正面の教会の向こう

側で朝市をしているから見に行くといいよ。」と言われて行

ってみたところ、朝市にたどり着けず、しまいには戻るホテ

ルの方向が分からず迷子のような状態になってしまいまし

た。何とか片言のポルトガル語でブラジル人に話しかけて、

無事ホテルにたどり着くことができましたが、もし、山が見

えていれば、「あの山を目指して歩けば、見慣れた場所にた

どり着くはずだ。」と思いつき、道に迷うこともなかったか

もしれません。このように、古来より山は歩みを進める道し

るべとなってきました。 

  

 さて、明日はシラチャ祭の保護者鑑賞日です。子どもたちは、シラチャ祭という大きな山を目

指して今まで取り組んできましたが、いよいよ明日は山の頂に到達します。子どもたちが、セリ

フや歌の練習、衣装や道具の制作などに取り組んできた姿は、頂上を目指して一生懸命山を登

る姿そのものでした。登り切った後の頂上からの眺めは、今までの苦労が吹き飛ぶほど爽快な

ものであり、達成感を味わえる瞬間です。明日の子どもたちは、同じような感動を味わうことで

しょう。子どもたちの精一杯表現する姿と達成感に満ち溢れた表情をご覧ください。  

  

さあ、次はどんな山を目指すのでしょうか。前述のとおり、山は道しるべであり、歩みを進め

る原動力です。子どもたち自身が、シラチャ祭という「山」から次に目指すべき「山＝目標」を

決めて、さらに力強く歩みを進めることを願っています。中学部３年生なら進路という大きな

山に向かうでしょう。また、中学部全学年としては 11 月の定期考査、小学部高学年は修学旅行

や臨海学校という大きな山が見えています。他の学年は大きな行事がなくても、「毎日１回発言

する」「宿題を欠かさず提出する」「字をていねいに書く」など、具体的な目標を立て、こつこつ

山を登ることも大切なことです。今一度、お子様と今後の取組についてお話しいただければと

思います。よろしくお願いします。 
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～タイで感じたこと～ 

シラチャの街に来てから６ヶ月が経ちました。初めての海外生活、初めての教員生活、初めての一人暮らし。何もかもが初めての

挑戦でしたが、私にとってタイにある日本人学校で働くということは、学生の時からの大きな夢でした。 

 私が日本人学校を知ったのは、大学 1年生の時です。海外旅行で訪れたタイには、初めて見るタイ文字や身近に感じる宗教、食

べたことのない果物や屋台飯など、異文化を感じるものがたくさんありました。また、電車やバスが時刻表通りに発車しなかったり、町

中に犬が歩いていたりと、これまで当たり前だと思っていた日本の生活が、タイでは当たり前ではないことを実感しました。日本との

違いを強く感じたタイについてもっと知りたいと思い、色々調べている時に見つけたのが日本人学校です。海外で生活する日本人

学校の子どもたちは、人種や文化の違いを感じる機会が多いと思います。学校が海外にあるということを生かして、子どもたちに多

様な価値観を身に付けさせたいと思い、応募を決意しました。 

 シラチャ日本人学校の教員として働く今、毎日子どもたちの笑顔に支えられていま

す。教室にいると、子どもたちがよく日本にいた時の話やタイに来た時の話をしてくれま

す。そのため、それぞれ異なる環境で育ってきた子どもたちが全国から集まっているこ

とを改めて実感させられます。子どもたちには、「一人一人に違いがあって当たり前」で

あることに気付かせ、「互いに認め合う」ことのできる人になってほしいと願っています。

善い行いは心から賞賛し、誰もが失敗を恐れず何事にも前向きに取り組むことができる

よう指導してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。    髙山 夕希 

 

 

 

 

  

  

当たり前は当たり前ではない⁉ 

工藤 隆太郎 

シラチャに来て、半年ほどが経ちました。校舎に昇降口がなく外履きでそのまま過ごすこと、１～９年

生が同じ校舎で過ごすことなど、今まで自分の中で当たり前と思っていたことが当たり前でないことに

気付かされることが多い日々でした。そして、今はそんな生活にも慣れています。 

そのように振り返ってみると、当たり前とは誰が決めたものなのでしょうか。いつ決まったものなので

しょうか。異なる環境で過ごすことによって、価値観が広がり、考え方が柔軟になったように感じていま

す。子どもたちにとってもこのシラチャ日本人学校で過ごす日々は、多様なバックボーンをもった人、そ

の考え方や価値観に触れることができる貴重な機会であると思います。それぞれ様々な思いをもってシ

ラチャに来ていると思います。ここでの経験をかけがえのないものとして今後の素敵な未来へつながる

ように、日々の出会いや出来事を大切に子どもたちを支えていきたいと思います。 

 

 

  



9年生美術「ベンジャロン焼き絵付」体験学習を終えて 

美術担当 成岡 浩 

  8 月 3 日（水）9 年生では唯一の校外学習である「ベンジャロン焼き絵付」体験を実

施した。この取り組みは、昨年度はコロナ禍のため中止、一昨年は本校への出張授業の形

で行っていた行事である。本年度は、3年ぶりに工房へ直接出向いての体験が実現できた

ことがうれしい成果である。 

この体験は、タイならではの高尚な文化体験である。王宮へ納められていたベンジャロ

ン焼きの歴史に触れ、生徒たちは大変興味深くこの体験を楽しむことができたと感じて

いる。美術教育の一環として実施したため、少ない授業時数の中で事前学習を行ったが、

「体験することによって学ぶ」本物の体験は、生徒の成長にとって価値ある取り組みにな

ったと感じている。当日の子どもたちの表情や態度からそれは明らかであった。その場の

様子で感じたことは、やはり 9年生はみんなが仲良しであり、最後の 1年をみんなで楽

しみたい思いが伝わってくる。磁器土で焼かれた小さく白い「象」の絵付けに集中し、息

を止めて一生懸命に顔料を置いていく。みんな真剣に、そして楽しそうに過ごしてくれて

いる。今年赴任した私にとっても美術教育の醍醐味を改めてこの生徒たちに気づかせて

もらう機会となった。 

コロナで停止していた行事が動き出し、学校に再び活気が戻る兆しであると思う。これ

もディレクターをはじめ、車の手配等、様々配慮をいただいたお陰である。また、タイ語

の先生には開・閉会式での挨拶指導をいただいた。多くの協力を得て実現したことに感謝

を申し上げたい。行事で大きく成長するこの子どもたちの未来が楽しみである。 

 



 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

10 月６日（木）は小学３年生、２８日（金）は小学１
年生が、それぞれ校外学習を予定しています。  

校外学習の目的は、学年やその学習内容によって様々
ですが、普段、学習している教室では味わえない体験的な
学習を行えたり、喜びや感動、驚きを味わえたりできると

いう事もその目的のひとつです。更には「地域を知る」と
いうことも大切な学習のひとつです。ぜひ、自分たちが校
外学習に行く目的を明確にし、ひとつでも多くのことを

学んでくれることを期待しています。  
 

 

  

いよいよ明日１０月１日（土）は、第４回シラチャ祭保
護者鑑賞日となります。ミートを通してのオンライン配信

となりますが、精一杯頑張る子供たちの姿をどうぞご覧く
ださい。なお、保護者鑑賞日の下校は、振替休日に設定し
ている月曜日と同じになります。詳細につきましては、９

月１９日に配信しましたお知らせを再度ご確認ください。  
 

 

 

１０月３１日（月）は、中学部の実力テストです。７年

生にとっては初めての実力テストになりますが、定期考査
とは違い、これまでの学習内容全てがテスト範囲となりま
す。また、この結果は、高校受験の上で大切な資料にもな

ります。日々の学習を大切に、計画的に取り組んでいきま
しょう。  

 
 
 

 

１０月２５日（火）から４日間、中３進路懇談会を
実施します。中３は５時間授業での下校となります。

詳細につきましては後日お知らせします。  

お知らせしている通り、１０月１日より学校における
感染防止対策の規制を一部緩和します。お子様の登校時
ゲートでの健康告知書チェックとサーモカメラによる検

温は無くなりますが、健康告知書の提出は継続しますの
で、ご家庭での健康観察や検温、保護者のサインはこれま
で通りお願いします。  

この他、保護者の入校や面談に関しましても一部緩和
します。詳しくは９月２０日に配信しました案内を再度
ご確認ください。  

 
 
 

１１月に予定していました水泳記録会は、今年度は中止
となりました。感染対策に伴い、水泳の授業が１学期は隔

週のみ、昨年度においては１年間実施できておらず、十分
な指導時間を確保できていないことが主な理由となりま
す。ご理解の程お願いします。  

 


